
Scientific Programme 
2010 年 7 月 1 日 木曜日 

 

15:00-20:00 受付・展示 ホール５ 

軽食（１５：００－１６：００） 

16:00   

ＣＰＤ0.75 時間 

 

 

 

 

 

 

 

Clyde 視聴覚室 

開会式 

・ 開会宣言 

   マリナ ハリス  ／ イギリス歯科衛生士会 会長 

   マイク ウィーラー ／ イベント ディレクター 

・ 旗揚式 

   司会：マリア ペルノ ゴルディ ／IFDH 次期会長 

・ 開会挨拶 

   マージョリン ホヴイス ／IFDH 会長 

・ グラスゴーへようこそ 

・ スコティッシュ 文化イベント 

17:00 

CPD0.5 時間 

Clyde 視聴覚室 

マーギー テイラー氏 挨拶  

 スコットランド チーフデンタルオフィサー （21 ﾍﾟｰｼﾞ参照）

17:30 

CPD 1 時間 

Clyde 視聴覚室 

基調講演 

 感染病における挑戦と変化；グローバル課題 

  ジェレミィ バッグ教授 （13 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

18:30 

ホール５ 

ウェルカム レセプション 

 Lord Provost 主催 

19:00 

ホール５ 

ビュッフェ 夕食 

 British Dental Association 主催 

 シンポジウム代表が事前に予約したチケット制となっております。 

 

 

議長 

金曜日午前 Clyde 視聴覚室/マーガレットロス 土曜日午前 Clyde 視聴覚室/ ｷｬﾛﾙ ﾌﾞﾚﾝﾅﾝ 

金曜日午前 Lomond 視聴覚室/サリーｼﾝﾌﾟｿﾝ 土曜日午前 Lomond 視聴覚室/ ﾍｻﾞｰ ﾙｲｽ 

金曜日午後 Clyde 視聴覚室/ ｴｳﾞｪﾘﾝ ｸﾞﾚｲ 土曜日午後 Clyde 視聴覚室/ ｼﾞｮｱﾝ ｸﾞﾚﾝﾘｱﾝ 

金曜日午後 Lomond 視聴覚/ﾌｨﾘｯﾌﾟｽｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 土曜日午後 Lomond 視聴覚室/ｼﾞﾙ ﾗｼｭﾌｫｰｽ 

    

 



Scientific Programme 
2010 年 7 月２日 金曜日 

08:15 開始 受付 ・ 展示 ホール５ 

08:45-10:00 

CPD 1.25 時間 

Clyde 視聴覚室 

セッション１（Ｐ＆Ｇ協賛） 

 オーラルとシステマティックリンク 

 クリストフ ドルファ教授（16 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

 Dr. Ｆ．ヴァンデル ウェイデン （22 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

10:00-10:30 休憩 ・ 展示 ホール５ 

10:30-11:30 

CPD 1 時間 

Clyde 視聴覚室 

セッション２（コルゲート協賛） 

 歯周炎 ― 現代病に必要な治療 

 フランシス フーフ教授 （17 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

11:30-12:15 

CPD 0.75 時間 

Clyde 視聴覚室 

セッション３a  

 新世紀の歯科衛生士 

 トレーシー レンマン （17 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

11:30-12:15 

CPD 0.75 時間 

Lomond 視聴覚. Locｈの間 

セッション３ｂ 

 柔軟な学習：保健設備の新たな形 

 Dr. イソベル マッデン（18 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

12:00-14:00 昼食 ・ 展示 ホール５ 

14:00-15:00 

CPD 1 時間 

Lomond 視聴覚室 

セッション４a 

 歯科実務の付加価値 

 ウォレン グレシュ（18 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

14：00-17:00  

CPD 2.75 時間 

Lomond視聴覚室. Lochの間 

フィリップス ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

 なぜ行動科学が全てのハイテク介入の中心なのか 

 ｷﾝﾊﾞﾘｰ ｸﾗｽﾄ ﾌﾞﾚｲ教授（14 ﾍﾟｰｼﾞ） ｽﾃｨｰﾌﾞ ﾛﾘﾆｯｸ（19 ﾍﾟｰｼﾞ）

 ｸﾘｽﾄﾌ ﾗﾑｻﾞｲｱ（19 ﾍﾟｰｼﾞ） ｼﾞｰﾝ Ｅ．ｽｳﾞｧﾝ（20 ﾍﾟｰｼﾞ） 

15:00-15:30 休憩 ・ 展示 ホール５ 

15:30-16:30 

CPD1 時間 

Clyde 視聴覚室 

セッション５a （ユニレバー協賛） 

 個別生態自己制御の役割と関連意見 

 ﾚｲﾝ L.C ﾁｬｯﾌﾟﾙ教授（14 ページ参照） 

16:30-17:30 

CPD1 時間 

Clyde 視聴覚室 

セッション６a (プレミア 協賛) 

 エナメル治療： 予防戦略 

 Dr. フィオナ コリンス（15 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

 

 

 



Scientific Programme 
2010 年 7 月２日 金曜日 継続 

19:00 プレンジデント レセプション 招待のみ 

19:30 シンポジウム ガラディナー＆サンスター世界歯科衛生士賞表彰式

                ｻﾝｽﾀｰﾌｧﾝﾃﾞｰｼｮﾝ ｽﾎﾟﾝｻｰ 

 Thistle Hotel, Glasgow City Centre 

  ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ伝統音楽、舞踊、ダンス 

 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑによる事前予約のチケット制になります。  

 

９０席セッション 2010 年 7 月 2 日金曜日 

12:00-13:00 
CPD 1 時間 
Boisdale ﾙｰﾑ、 
Loch の間 

９０席セッション（Corsodyl 協賛） 
 組織（ティシュー）が課題（イシュー） 
 マリ コクソン（22 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

13:00-14:00 
CPD 1 時間 
Boisdale ﾙｰﾑ、 
Loch の間 

ぺリオドンタル スケーリングと現代の選択 
 レア マクフェルソン教授（22 ﾍﾟｰｼﾞ参照） Hu-Friedy 協賛 

14:00-15:00 
CPD 1 時間 
Boisdale ﾙｰﾑ、 
Loch の間 

フォームと機能 － 挿入選択の逸話を破る 
 （Dentsply の協賛） 
 ダニ ボトビル、マリー ジョージ＆シンディ センサバウ（22
ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

15:00-16:00 
CPD 1 時間 
Boisdale ﾙｰﾑ、 
Loch の間 

長期ヒーリングのためのエコロジカル歯周治療 
 （ＮＳＫ協賛） 
 Dr. ソレン ハーディン＆ドミニク グレツ（22 ﾍﾟｰｼﾞ） 

 

実践セッション 2010 年 7 月 2 日 金曜日 

12:00-1300 
CPD 1 時間 
Alsh ﾙｰﾑ Loch の間 

問題の根源にせまる 
 Dr. ピーター ガルグト （American Eagle 協賛） 

13:00-13:45 or 
14:00-14:45 
CPD 0.75 時間 
Alsh ﾙｰﾑ Loch の間 

長期ヒーリングのためのエコロジカル歯周治療 
 （ＮＳＫ協賛） 
 Dr. ソレン ハーディン＆ドミニク グレツ（22 ﾍﾟｰｼﾞ） 

15:00-17:00 
CPD 2 時間 
Alsh ﾙｰﾑ Loch の間 

ＩＣＯＮ（ＤＭＧ協賛） 

 ナディン ムーレンバーグ（23 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

終日 

Dochart&Carron ﾙ ｰ

ﾑ Loch の間 

フリー コミュニケーション（24～25 ﾍﾟｰｼﾞ参照）ＮＳＫ協賛 

7 月 2 日（金）3 日（土）15 分、30 分口頭プレゼン有り 

 



Scientific Programme 
2010 年 7 月３日 土曜日  

08:15-15:15 受付 ・ 展示 ホール５ 

08:45-10:00 

CPD  1.25 時間 

Clyde 視聴覚室 

セッション７（Ｊ＆Ｊ協賛） 

 ﾊﾞｲｵﾌｨﾙﾑ管理の新開拓；修復微生物学と総合オーダーメードオー

ラルケア  ジョン トーマス教授（21 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

10:00-10:30 休憩 ・ 展示 ホール５ 

10:30-11:30 

CPD 1 時間 

Clyde 視聴覚室 

セッション８a 

 アレルギーが全て！ 

 Dr. ジョン ギブソン  （16 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

10:30-11:30 

CPD 1 時間 

Lomond視聴覚室. Lochの間 

サンスター 賞 プレゼンテーション 

 （38 ページ参照） 

11:30-12:30 

CPD 1 時間 

Clyde 視聴覚室 

セッション９a(コルゲート協賛) 

・患者中心セラピーと結果：象牙知覚過敏の効果的管理 

・ 象牙質知覚過敏 － 患者の視点 

   フィリップ プレショウ教授（19 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

・効果的な象牙質知覚過敏のセラピー：新技術の見直しと患者から

みる結果の評価  Dr. マーティン アシュレイ（13 ﾍﾟｰｼﾞ参照）

11:30 

CPD 0.75 時間 

Lomond視聴覚室. Lochの間 

セッション ９ｂ（TePe 協賛） 

 インプラントの可能性がある患者 － 歯科衛生士の役割 

 Dr. アン マリー ルース ヤンセカー（20 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

12:15-13:45 昼食 ・ 展示 ホール５ 

13:45-14:45 

CPD 1 時間 

Clyde 視聴覚室 

セッション１０a 

 咬合と歯周病 

 カーステン ウォーラー教授（21 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

13:45-14:45 

CPD1 時間 

Lomond視聴覚室. Lochの間 

セッション１０b 

 診断における歯科衛生士の役割とドライマウスの管理 

 マイケル A.O.ﾙｲｽ 教授（18 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

14:45-15:15 休憩 ・ 展示 ホール５ 

 

 

 

 

 



Scientific Programme 
2010 年 7 月３日 土曜日  

15:15-16:00 

CPD 0.75 時間 

Clyde 視聴覚室 

セッション１１a（デンタルプロテクション協賛） 

 あなたは自分をプロと呼ぶか－それは正しい？ 

 Dr. マイク クラーケ （15 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

15:15-16:00 

CPD 0.75 時間 

Lomond視聴覚室. Lochの間 

セッション１１b 

 消費者製品について怖くて聞けなかったこと 

 Dr. マリー リン ボスマ （13 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

16:00-16:30 

Clyde 視聴覚室 

IFDH ワークショップ 

16:30-17:30 

Clyde 視聴覚室 

閉会式 

 1 人目（写真左上） 閉会の挨拶 

           マージョリン ホヴィス 

           退任ＩＦＤＨ会長 

 2 人目（写真右上） ＩＳＤＨ 2013  南アフリカ共和国 

           マリー フェレイラ 

 3 人目（写真左下） 就任挨拶 

           マリア ペルノ ゴルディ 

           新 ＩＦＤＨ会長 

 4 人目（写真右下） 閉会のことば 

           マリア ハリス 

           イギリス歯科衛生士会 会長 

 

９０席セッション 7 月 3 日土曜日 

10:30-11:30 

CPD 1 時間 

Boisdale ﾙｰﾑ、Loch の間 

フォームと機能 － 挿入選択の逸話を破る 
 （Dentsply の協賛） 

 ダニ ボトビル、マリー ジョージ＆シンディ センサバウ（22

ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

10:30-11:30 

CPD 1 時間 

Boisdale ﾙｰﾑ、Loch の間 

長期ヒーリングのためのエコロジカル歯周治療 
 （ＮＳＫ協賛） 

 Dr. ソレン ハーディン＆ドミニク グレツ（22 ﾍﾟｰｼﾞ） 

10:30-11:30 

CPD 1 時間 

Boisdale ﾙｰﾑ、Loch の間 

リスクアセスメントと治療計画の成功事例の実践 

 リリアン カペリラ（23 ﾍﾟｰｼﾞ） 

 （Premier Dental 協賛） 

 



Scientific Programme 
 

９０席セッション 7 月 3 日土曜日 

15:00-16:00 

CPD 1 時間 

Boisdale ﾙｰﾑ、Loch の間 

ポケットで動けなくなった 

 ミカエラ オーニール（23 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

 （Optident 協賛） 

 

実践セッション 2010 年 7 月 3 日 土曜日 

10:30-12:30 

CPD 0.75 時間 

４０分×3 回 

Alsh ﾙｰﾑ Loch の間 

フォームと機能 － 挿入選択の逸話を破る 
 （Dentsply の協賛） 

 ダニ ボトビル、マリー ジョージ＆シンディ センサバウ（22

ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

13:00-13:45 or 

14:00-14:45 

CPD 0.75 時間 

Alsh ﾙｰﾑ Loch の間 

長期ヒーリングのためのエコロジカル歯周治療 
 （ＮＳＫ協賛） 

 Dr. ソレン ハーディン＆ドミニク グレツ（22 ﾍﾟｰｼﾞ） 

 

終日 

Dochart&Carron ﾙ ｰ

ﾑ Loch の間 

フリー コミュニケーション（24～25 ﾍﾟｰｼﾞ参照）ＮＳＫ協賛 

7 月 2 日（金）3 日（土）15 分、30 分口頭プレゼン有り 

 

 

 

 



Free Communications 
１５～３０分の口頭プレゼンテーションがDochardルー

ム、Loch の間にて開催されます。 
15 分、30 分の概要とプレゼンテーションから最も優れた

ものを表彰します。 

7 月 2 日金曜日 
セッション３c 11:45-12:40 
  議長 ｹﾝ ｲｰﾄﾝ教授 
11:45  ﾌﾘｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾｯｼｮﾝへようこそ 
No.2 社会活動シナジー 
 15 分プレゼン 
 発表者：ｴﾚﾝ J.ﾛｺﾞ 
12:10-No.27 欧州歯科衛生士の役割 
  30 分プレゼン 
 発表者：ｸﾗｳﾃﾞｨｱ L.ﾄﾞﾝｽﾊﾞｰｶﾞｰ 
 
セッション４c 13:30-14:30 
  議長：ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ ﾛｽ 
No.5 歯科衛生士による処方活動の近

況 ｱﾙﾍﾞﾙﾀのﾌﾟﾚｽｸﾗｲﾊﾞｰ 
 30 分プレゼン 
 発表者：ｽﾃｲｼｰ ﾏｯｷｰ 
       ｱﾝＥ.ｽﾎﾟﾗﾘｯﾋ Dr. 
 
No.6 歯科衛生学生の局所麻酔技術熟

達の強化 
 30 分プレゼン 
 発表者：ﾛｰﾗ J.ｳｪﾌﾞ 
 
セッション５c 15:00-16:00 
 議長：Dr.ｼﾞｮｱﾝ ｸﾞﾚﾝﾘｱﾝ 
 
No.9 実験室での発見： 
 ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝ治療口腔扁平上皮細胞癌 
  30 分 プレゼン 
 発表者：Dr. ﾀﾗ ｼﾞｮﾝｿﾝ 
 
No.30 ネパールにおける地方自治体を

伴う共同口腔保健プロジェクト 
 30 分プレゼン 
 発表者：ﾛﾝ ﾈｰｳﾞｪﾙ 
 
セッション６c 16:00-17:00 
 議長：ｹﾝ ｲｰﾄﾝ教授 
 
No.7 喘息を患う就学前幼児の口腔保

健について（3～6 歳） 
 15 分プレゼン 
 発表者：ﾏﾘﾝ ｽﾃﾝｯｿﾝ、 
 共著者：ﾘﾘｶﾘ ｳｪﾝ、ｸﾞﾗﾝ ｺｩ、

ﾏｯﾂ ﾆﾙｯｿﾝ、ｸﾞﾗﾝ ｵﾙﾀﾞｳｽ、ﾄﾞｰｳ

ｪﾝ ﾊﾞｰｸﾍﾄﾞ 
 
No.26 過度のﾙｰﾃｨﾝｸﾞｾﾒﾝﾄに関連する近

ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ病理学の管理 
 15 分プレゼン 
 発表者：ﾏﾘｰ ﾓｳﾌﾞﾚｲ 
 
No.28 心と口：精神的病と歯科管理の影

響 
  15 分プレゼン 
  発表者：Dr.ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ ｸﾗｰｸ 
 
No.31  口腔ケアと人工呼吸器患者 
  15 分プレゼン 
  発表者：ｼﾝﾃﾞｨ ｸﾚｲﾏﾝ 

 

 

 

 

7 月 3 日土曜日 
セッション８c 10:30-11:30 
  議長：ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ ﾛｽ 
No.61.  オーストラリアの北部遠隔地の

口腔保健治療実践の開拓 
 30 分プレゼン 
 発表者：Dr.ｼﾞｭﾘｴ ｻﾀｰ 
 
No.71 幼児期に性的虐待を受けた成人

は我々の患者に多々います。―研

究ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを用いたﾃﾞﾝﾀﾙ衛生ｹｱ

の微調整 30 分プレゼン 
 発表者：Dr.ｷｬﾝﾃﾞｨｽ ｼｬﾁｬｰ 
 共著者：ﾛｰﾗ ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ、ﾌﾗﾝ ﾘﾁ

ｬｰﾄﾞｿﾝ 
 
セッション９c 11:30-12:15 
 議長：Dr. ｼﾞｮｱﾝ ｸﾞﾚﾝﾘｱﾝ 
 
No.32 歯科衛生学生による老人施設で

の口腔保健促進の実践モデル：定

性研究 15 分プレゼン 
 発表者：ジャネット ワレィス 
 
11:45-No.41 歯科衛生研究者のための新たなﾂ

ｰﾙ 
 15 分プレゼン 
 発表者：ｻﾝﾄﾞﾗ ｺｯﾊﾞﾝ 
  共著者：ﾕﾆｽ M.ｴﾃﾞｨﾝﾄﾝ、ｼﾞｬｼﾝ

ﾀﾞ ﾆｰﾙｿﾝ、ﾐｼｪﾙ ｽﾀﾝﾄ 
 
No.68 歯科衛生士実務のための批判的

思考法 
 15 分プレゼン 
 発表者：ﾛｰﾗ ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ 
 共著者：ﾛﾘﾝﾀﾞ ｺｱﾝ、ｼﾞｮｲｽ ﾊﾄﾞ

ｿﾝ、ﾀﾞｲｱﾝ ｶﾞﾗﾌｧｰ 
 
セッション１０ｂ 13:45-14:45 
 議長：ｹﾝ ｲｰﾄﾝ教授 
 
No.152 歯周器具における口腔内視鏡の

影響 
  30 分プレゼン 
  発表者：ｱﾝﾅ 松石 ﾊﾟｯﾃｨｿﾝ 
 
No.113 歯科衛生学生の自己評価と自身

の専門見識の発展に対する見解 
 15 分プレゼン 
 発表者：ﾃﾞﾆｽ ﾎﾞｳｴﾝ 
 共著者：ｷｬﾛﾙ ｸﾘｽﾃｨ、ｶｰﾘｰﾝ ﾊﾟ

ｰﾙﾏﾝ 
 
14:30- No.118 ｳｨﾆﾍﾟｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ学生の

クリニック運営：ケアへの介入へ

の望み 
 15 分プレゼン 
 発表者：ｶｲﾙ ｺﾝﾗｯﾄﾞ、 
 共著者：ﾛｰﾚｲﾝ ﾛﾊﾞｰﾄ、ｹﾘｰ ﾋﾙﾃﾞ

ﾌﾞﾗﾝﾄ、ﾐｯｷｰ ｴﾓﾝｽ ｳｪﾅｰ、ﾛｰﾗ ﾏ

ｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ 
 
セッション１１c 14:45-15:15 
 議長：ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ ﾛｽ 
No.120  スウェーデンにおける歯科衛生

士による禁煙活動 
 15 分プレゼン 
 発表者：ﾋﾟｱ ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ 
 共著者：S.ｳｨｯｸﾎﾙﾑ、A.ﾖﾊﾝｾﾝ 
No.111 立証済みｱﾌﾟﾛｰﾁ：歯間ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 
 15 分プレゼン 
 発表者：Dr.ﾀﾞｸﾞﾏｰ ｽﾛｯﾄ 

 



ポスター ＴＯＰ20 
上位 20 が、7 月 2 日、3 日両日 Dochart ルームにて展示されます。口頭プレゼンテーショ

ンも同時に行われます。上位 20 及び要約は、表彰され、国際歯科衛生ジャーナルに掲載い

たします。 

 

番号 出品者・共作者 タイトル 

No.11 ﾕﾘｶ ﾘﾝﾄﾞﾏｰｸ 

共：ﾏｸﾞﾅｽ ﾊｶﾊﾞｰｸﾞ&ｱﾝﾀﾞｰｽﾞ

ﾋｭｰｺﾞｿﾝ 

スウェーデンの成人におけるSOCと口腔保

健 － 集団研究 

No.14 ｽｻﾞﾝﾇ ｱｲﾅｰｿﾝ 

共：ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ W. ｶﾞｰﾃﾞｨﾝ、ｱﾝﾀﾞ

ｰｽﾞ ﾋｭｰｺﾞｿﾝ 

口腔保健がスウェーデン成人の生活の質に

与える影響 

No.20 ﾎﾟｰﾘｰﾝ ﾜｯﾄ 

共：F.ｵｰﾄﾞ、D.ｴｳﾞｧﾘﾝﾄﾝ、A.ｽ

ﾐｽ、H.ｳｫｰﾄﾞ、RG ｳｨﾙ 

異形 CJDのリスクファクターの可能性にお

ける歯科治療調査 

No.33 ｱｸﾞﾈﾀ ｽﾃﾝﾌﾞﾗﾝﾄﾞ 

共：ﾏｸﾞﾅｽ ﾍｲｸﾊﾞｰｸﾞ 

15 歳でみられる歯科に対する不安と過敏さ

No.54 ﾌﾞﾘｯﾄ ﾙｲｽ ｷﾝﾈﾌｫｽ 

 

ｽｳｪｰﾃﾞﾝの独立歯科衛生士における精神

的・肉体的労働環境と満足度 

No.56 ｾｲﾀﾞ ｲﾛｳﾞｨｯｸ 

共：ﾍﾟｰﾀｰ ﾘﾝｸﾞｽﾄﾛﾑ、ｽﾃﾌｧﾝ

ﾚﾝｳﾞｧｰﾄ 

口臭低下を目的としたリンス製品の短期的

効果 

No.60 ｼﾝｼｱ C.ｶﾞﾄﾞﾍﾞﾘ ｱﾑﾖｯﾄ 

共：ﾒﾗﾆｰ ｼﾏｰ ﾍﾞｯｸ 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとして歯科衛生士が ECP を利用

しｹｱの出来ていない又は不十分な子供たち

に十分な口腔保健ｹｱを施すこと 

No.75 ｱﾝ ﾏﾘｰ ﾗﾝﾄﾞｸﾞﾚﾝ 

共：ｸﾘｽﾃｨﾝ ｵﾙﾑ 

口腔保健における 24 時間周期の重要性 

No.76 ﾌﾞﾘｯﾄﾏﾘｰ ﾔｺﾌﾞｿﾝ 

共：ｺﾞﾗﾝ ｺｰ、ﾄｰﾏｽ ﾏｸﾞｿﾝ、

ｱﾝﾄﾞﾚ ﾋｭｰｺﾞｿﾝ 

口腔保健におけるスウェーデンと外国籍の

背景のある子どもと成人の比較。10 歳以上

からその差が顕著に現れる。 

No.79 ｱﾝﾅ ﾌﾞﾘｯﾄ ﾗｯｿﾝ 

共：G ﾐｭﾗｰ、C.ｵﾙｯｿﾝ、K.ｵｰﾑ 

歯科衛生における臨床研究の新コンセプト 

No.85 ﾏｷﾞｰ ｽﾃﾌｧﾝｽﾞ 

共：ﾘｻ ｼﾞｬﾐｿﾝ、ｴﾚﾉｱ ﾊﾟｰｶｰ、

ﾘﾁｬｰﾄﾞ ﾛｰｶﾞﾝ、ﾋﾟｰﾀ ｶｽﾛ 

口腔ケアのある家：首都圏居住区ホームレ

スのための口腔保健介入の実施 



No.91 ｼﾞｬｼﾝﾀﾞ ﾈﾙｿﾝ 

共：ﾐｼｪﾙ ｽﾀﾝﾄ、ｻﾝﾄﾞﾗ ｺｯﾊﾞ

ﾝ、ﾕﾆｽ M ｴﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾝ 

長期ｹｱの口腔評定に必要な信頼の置ける道

具の見分け方 

No.93 ｻﾗ ﾏﾚｲ 

共： ｱﾗﾝ ﾊﾟｳ、ﾊﾞﾙﾃﾞｼｭ ﾁｬﾅ

初等ﾃﾞﾝﾀﾙｹｱ環境における歯科衛生士の禁

煙活動 

No.115 ｶｰﾘｰﾝ ﾊﾟｰﾙﾏﾝ 

共：ﾃﾞﾆｽ M ﾌﾞﾗｳﾝ、ﾌﾞﾙｰｸ ｱｶﾞ

ﾄﾞ 

健康関連での生活の質における NSPT と

COPD 既往患者の病気に対する二つのメソ

ッドの効果―無作為に行った臨床試験の初

期結果 

No.127 ﾏﾄｼﾞﾝ ｳﾞｧﾝ ﾘｰｳｪﾝ 

共：ﾀﾞｸﾞﾏｰ ｽﾛｯﾄ、G.W ｳﾞｧﾝﾃﾞ

ﾙ ｳｴｨｼﾞﾃﾞﾝ 

歯垢におけるﾘｽﾃﾘﾝとｸﾛﾙﾍｷｼｼﾞﾝの比較と歯

肉炎のﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ 

No.131 ｶｵﾙ ﾖｼｽﾞﾐ 

共：ｸﾐｺ ｽｷﾞﾓﾄ 

規制改訂に伴う日本の歯科衛生学校教育の

トレンド調査 

No.138 ﾍｻﾞｰ ﾋﾞｶﾞｰ 歯科衛生保険プログラムの初期計画 

No.145 ｼｬﾛﾝ ｺﾝﾌﾟﾄﾝ 

共：ｻﾝﾄﾞﾗ ｺｯﾊﾞﾝ 

歯科衛生ﾘｻｰﾁｷｬﾊﾟ増大戦略 

No.148 ﾎﾞ ﾀﾞﾆｰﾙｿﾝ 

 

デンマークにおける歯科衛生士の新しい専

門雇用機会 

No.150 ﾆｴﾝｹ ﾎｰｴﾝﾃﾞﾙﾄﾞｽ 

共：ﾀﾞｸﾞﾏｰ ｽﾛｯﾄ、A ｳﾞｧﾝﾃﾞﾙ

ｳｨｴﾝ 

口腔ピアスの合併症 

 

 


